
                メディカルケアステーション（MCS）に関するアンケート調査結果            No.1

事業所：居宅介護支援事業所・地域包括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

事業所回答率：62％（39/63）

②利用していない理由

・MCSについてよく知らないから。訪問医によってはchatworkで情報の連携をしており、便利だと思っている。

・知識がなかったが、最近訪問診療を依頼した看護ｽﾀｯﾌさんから説明を受けた。

・今のところ利用しなくても業務に支障がないので。

・必要性を感じていない。利用者が少ない為。必要とする利用者がいない。

・現状必要と感じていないから。

・利用したいが機会がない。情報共有を行うには便利なﾂｰﾙだと思います。

・MCSを使用している担当者がいない為。

・招待がなかったから。

・設備、環境の問題あり。

・訪問診療など自施設での利用が多い為、現時点ではMCS活用頻度が少ないと思われるため。

・初めて聞きました。月300円で医師と話せるﾂｰﾙですね。先生がMCSでと言えば入ります。

・現在訪問看護の利用は2例しかなく、ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｽﾃｰｮﾝを利用する迄は至ってないが、今後在宅にて看取りする時

には有効な利用と考える。

・町の個人情報管理規定により、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上での個人情報のやりとりはできない。今のところ、電話連絡でﾀｲﾑﾘｰな

情報共有はできており、MCSの活用の必要性を強く感じるｹｰｽがない。

・対象になるｹｰｽ（利用者）がない。

・利用する機会がありませんでした。勉強不足なところもあり、地域ｹｱ会議などで情報提供していただけると

ありがたいです。

・情報ｾｷｭﾘﾃｨﾎﾟﾘｼｰ（基本方針）において、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上での個人情報ﾃﾞｰﾀｰの送受信に対応できていない。

自治体間など、ﾛｰｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ以外、情報のやりとりができない。

・現在受け持ちの方にMCSを利用している人がいないため。

・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ携帯が1台しかないため。ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等電子ｶﾙﾃでなく紙ｶﾙﾃのみで稼働。

・MCSを使って情報共有するDrや関係機関がないため。

いいえ
50%

はい
50%

①ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｽﾃｰｼｮﾝ（MCS）を

利用していますか

無回答

3%

まだ

わからない
62%

いいえ

7%

はい
28%

③ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｽﾃｰｼｮﾝ（MCS）を

今後使ってみたいですか

（①で2.いいえと答えた方）



                メディカルケアステーション（MCS）に関するアンケート調査結果            No.2

事業所：居宅介護支援事業所・地域包括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

事業所回答率：62％（39/63）

⑥MCSを利用して情報共有している患者（利用者）数について

⑦限定的である理由

・緊急時は気付いてもらえない（相手も訪問中のため）。

・訪問看護なので、主治医が利用していないと処方して

ほしい物があった時など、結局他の方法で連絡が必要

なのと、主治医への報告が一番多いから。

　⑧限定的である理由

　　・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、ﾊﾟｿｺﾝに台数制限あり持ち歩いていない。

　　・開庁時間の特定の時間限定のため。

　　・仕事をしながら使用しているため。

　　･ｵﾝﾀｲﾑで見にくい。

　　・数時間かかる（返事までに）。

　　・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが取りたい相手が端末を持って

　　いなければつながらない。
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とても
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28%

④MCSを利用することで業務効率の

向上に役立っていますか

利用したくない
7%

どちらでもない
7%

利用したい
14%

ぜひ利用

したい
10%

すでに利用
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⑤通常業務でMCSを利用する際にﾓﾊﾞｲﾙ端末

（ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等）で利用したいと思いますか

無回答
4%

限定的である
10%

有効である
86%

⑦MCSを利用する事で多忙な職種との連携

（連絡や情報提供など）が行いやすくなると

言われていますが、使ってみて実際いかがですか

無回答
3%

限定的で

ある

28%

有効である
69%

⑧ﾘｱﾙﾀｲﾑでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝについて



                メディカルケアステーション（MCS）に関するアンケート調査結果            No.3

事業所：居宅介護支援事業所・地域包括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

事業所回答率：62％（39/63）

⑫MCSを利用して多職種との連携を行うことについて良い点

・TELで報告を入れていた時は、忙しい時間を避けてTELを入れたり、時間をおくとTELしそびれたりと、報告が

遅れる事もあったのですが、MCSだと自分のﾀｲﾐﾝｸﾞで入れられるので入力漏れがなくなる。

・訪看やDrの情報交換や意見交換を見られる。

・一度のｱｸｾｽで複数事業所と情報共有を行うことができる。電話連絡など、相手の都合を気にしなくて良い。

口答でないので、確実な情報伝達ができる。

・いつでもどこでも情報を受け取れるのが良い点です。

・症状の変化や治療方針や内容がﾀｲﾑﾘｰに把握できる。関わるｻｰﾋﾞｽ事業所が多いほど、情報連携がｽﾑｰｽﾞ。

連絡調整など業務の効率化が図れる。

・終末期医療で携わらせていただきましたが、日々変わる病状の様子や、それに伴う対応や処置など、その日の

うちに都度知ることが出来ました。福祉用具の準備や訪問入浴のﾀｲﾐﾝｸﾞなど、ｽﾑｰｽﾞに導入に繋がるよう

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ頂きました。

・一度に複数の関係者に連絡できる。写真等が添付でき、状態が分かり易い。連絡漏れが防げる。
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⑪夜間（時間外）、休日の使用について（頻度）



                メディカルケアステーション（MCS）に関するアンケート調査結果            No.4

事業所：居宅介護支援事業所・地域包括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

事業所回答率：62％（39/63）

⑫MCSを利用して多職種との連携を行うことについて良い点（続き）

・医師や看護師との情報共有が早い。

・情報量が多い内容についても迅速に共有ができる。薬の変更などすぐにわかる。資料添付ができる。

・一括で共有したい時に活用しやすい。常に新しい情報を共有できる。ｲｲﾈで情報を見ている人が分かりやすい。

・本人の状態が詳しくわかる。電話以外で支援内容の変更など知らされる。

・情報の共有。身体状況を知る上でとても助かっています。

・他の意見や考え方を収集しやすい。

・Drとの連携がとりやすい。指示がﾘｱﾙﾀｲﾑである。利用者さんの訪問以外の行動がわかる。

・かかりつけ医、ｹｱﾏﾈと連携がとれるので良い。

・訪問時にその時の状態をすぐ報告できる。

・電話だとなかなかﾀｲﾐﾝｸﾞが合わないことがある。

・急ぎの内容でなければ時間の取れる時に入力ができる。過去の状況把握に活用できる。

・小さな情報もみんなで共有が行える。電話しなくて良い。時間に左右されない。

・情報共有ができる。申し送り事項が送りやすい（TELしなくてよい）。

・報告がｽﾑｰｽﾞでやり易い。

・急ぎでの用事でなく、一斉に情報を送りたい場合には有効だと思う。

・情報共有がすぐに出来る。情報が記憶に残せる。主治医との連携が図りやすい。ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ。

・多職種との情報の共有がｽﾑｰｽﾞであり、指示や依頼などがﾀｲﾑﾘｰに行えることで、利用者様への負担が

軽減される。

⑫MCSを利用して多職種との連携を行うことについて悪い点

・MCSに慣れている事業所さんは、毎日閲覧してくれていますが、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽのような、あまりﾊﾟｿｺﾝなどに業務中に

触れられない方は、情報が伝わっていないことがあった。

・報告内容に対し返答するか？ｹｱﾏﾈとして情報発信して良いのか？ｸﾞﾙｰﾌﾟによって違うでしょうが、その辺りが

よく分からず戸惑った。主体は医師なので、在宅介護ｻｰﾋﾞｽの話しばかりはできないなと感じる。ﾍﾙﾊﾟｰやﾃﾞｲも

入れるならと思うが、本人家族を超えて、根掘り葉掘り聞きにくい。

・確認漏れがないようにしないと見落としがありそう。その他特段悪い点は見当たらない。

・記録が手間（支援記録とMCS）。ﾒｰﾙﾁｪｯｸに手間がかかる。

・ﾛｸﾞｲﾝをなかなかしない人が居ると、手間が増える。

・時間差で確認不足など起こりやすく、一方的になる事があり、TELの方が便利な時がある。

・緊急性はないが周知しておきたい件等は遅くに報告があるため、みなさん多忙なのだと想像します。

・連絡を取り合える時間帯が選べない。端末を自由に使用できない。

・ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰなど参加していても自分の携帯でないので全く参加していない。

・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力が大変。

・文字に書き出して伝えるのが苦手だから伝わらないことも多い。

・返事がほしい時に少しは時間がかかる。仕方がないとは思う。

・LINEのような利便性がない。人が増える程、投稿しにくくなる。顔がみえない。



                メディカルケアステーション（MCS）に関するアンケート調査結果            No.5

事業所：居宅介護支援事業所・地域包括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

事業所回答率：62％（39/63）

⑭理由

・効率が良くなる。TELやFAXで各所に伝達する手間がなくなるし、写真等も送れる。

・ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ初任者は、依然医療職との連携にﾊｰﾄﾞﾙの高さを感じている方が多い傾向にある。MCSが活用

できれば、その垣根は若干低くなるとも考えられる。また、業務の効率化という意味では大きく期待できる。

・連携ﾂｰﾙとしては、文字で残る為、振り返り確認しながらの支援がｽﾑｰｽﾞに行える。活用はできていませんが、

今後検討したいと思います。

・日頃からの多職種連携があれば、利用者の急変時の対応等がより早くでき、利用者にとってﾒﾘｯﾄがあるから。

・複数に電話して情報共有する時間ﾛｽを省ける。複数事業所での情報共有が早い。後から参加しても、以前の

記録を見れるので経過がわかる。

・情報共有が迅速にできるため。多忙な医師とｽﾑｰｽﾞにつながることができるため。

・個別ｹｰｽの情報共有では地域性はないが、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾄｰｸ等を利用して地域特性や課題の共有ができ、結果的に

地域に住まれる利用者様に役立つ連携ができると思う。

・相手の状況にかかわりなく情報を送る事ができる。

・ﾂｰﾙの一つとしては有効と思われるが、機器等の管理方法などで制約があり、現状は使いづらい。

・独居の老人など、皆で支えられる。

･ｹｱﾏﾈ、介護系の方への情報提供（医療系の）ができるのがよい。

・医療介護連携のためには必要（情報交換のため）。FAXは時代遅れ。

・関係者がほぼ利用していると、情報共有が容易。

・即時性や翌日にも引き継ぐことが容易に行えるので。

⑮その他MCSに関して気付いたことなど

・ﾀｰﾐﾅﾙや医療ﾆｰｽﾞが高い利用者は、ｹｱﾏﾈとしては情報連携がｽﾑｰｽﾞで助かる良いｼｽﾃﾑと思います。

・訪問診療、訪問看護を利用していないｹｰｽでも利用がすすめばと感じる。福祉用具事業者がﾒﾝﾊﾞｰに

入っていない？

・参加している事業所が少ない。

・MCSを活用している訪問診療が限定的である。介護関係全体での普及率が知りたい。
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⑬MCSで情報共有を行いたい職種、またはMCSを利用して

情報共有を行うことが効果的だと思う職種

無回答
3%

よくわからな

い
4%

思わない
4%

思う
89%

⑭地域における利用者の生活を支える多職種

連携ﾂｰﾙとしてMCSは必要だと思いますか



                メディカルケアステーション（MCS）に関するアンケート調査結果            No.6

事業所：居宅介護支援事業所・地域包括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

事業所回答率：62％（39/63）

　MCS　ケアマネジャー利用率（地域別）

※包括は利用していない ※包括は利用していない

※包括は利用していない ※包括は利用している

※包括は利用していない

利用している
40%利用していない

60%

中間市

利用している
33%

利用していない
67%

芦屋町

利用している
100%

利用していない
0%水巻町 利用している

0%

利用していない
100%

岡垣町

利用している
40%

利用していない
60%

遠賀町

提出率60％（3/5）

提出率60％（3/5）
提出率100％（5/5）

提出率71％（5/7）

提出率56％（10/18）


